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存の汚水処理施設においても、高度処理化

の改造など基準を達成するための取り組み

が求められています。今回の技術協力プロ

ジェクトは、自治体や企業をはじめ日本の下

水道事業に蓄積された高度処理分野におけ

る経験や技術を活かし、中国の都市部の大

規模処理施設や農村部の小規模処理施設

の高度処理化に必要な技術指針の作成を目

指すものです。個別の活動では、北京市高

碑店汚水処理場や雲南省昆明市内の汚水

処理場など、これまで円借款による協力を行

ってきた機関との連携も進めていく予定で

す。 

起動式当日は技術セミナーも開催し、日本

人専門家から琵琶湖における最先端の高度

処理の取り組み事例や、窒素除去効率を高

めるための日本の技術が紹介され、中国に

おける今後の高度処理の進め方に関する意

見交換が行われました。これから、専門家の

派遣や日本での研修実施など、活動を本格

的に進めていくことになっています。 

（所員 坂元芳匡） 

 

モデルサイトの小学校で水資源の出前講座を実施 

～節水型社会構築モデルプロジェクト～ 

 

1 月 13 日及び 15 日、「日本水フォーラム」

の節水リーダーである橋本淳司専門家が、

当プロジェクトサイトである鄭州市・湽博市の

小学校において、出前講座(テーマ：水を大

切にするためにできることを考えよう)を行い

ました。その目的は、当プロジェクトの内容の

１つである、効果的な節水普及啓発を行える

人材育成の一環として、節水担当の政府関

係者や小学校の教員に、日本の節水教育の

やり方を実際に見てもらうことです。 

橋本専門家は、世界各地の水資源の状況

を説明しつつ、水資源の重要性を伝えていき

ました。小学生たちは、目の前に置かれた 10

ℓのバケツを見ながら、1 日の生活の中で、如

何に多くの水を使っているかということを考え

たり、水の少ないアフリカにおける水運びの

大変さを、実際に 20ℓのペットボトルの入った

バッグをもって体験したりという、参加し、体

験し、考えるという授業でした。聴講した小学

生の人数は 150 名余で、積極的に手を挙げ

て、橋本専門家の質問に答える姿が印象的

でした。 

これまで、鄭州市や湽博市でも、節水の普

及啓発活動が行われてきました。しかしなが

ら、その方法は、ラジオやメディアをつかった

政府から市民に対する公共広告という手段 

によるメッセージの発信であり、小学生や住 

小学生達が水について真剣に考えました 

民が、節水について自ら考えるというスタイ

ルのものではありませんでした。 

今回の橋本専門家の方法は、現地の政府

関係者の目には新鮮に映ったようで、今後、

モデルサイトから、節水リーダーを選出して、

同じような内容の活動を展開したいという意

見も出てきています。今後、当プロジェクトの

活動が、中国の節水教育にとり、一助となる

よう、取り組んでいきたいと思います。        

(長期専門家：竹島睦、泉博隆) 


